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現
在
、
復
元
の
対
象

と
し
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
二
階
櫓
は

天
守
と
と
も
に
盛
岡
城
を
象
徴

す
る
建
物
で
あ
り
、
焼
失
や
倒

壊
の
度
に
再
建
さ
れ
た
歴
史
性

を
持
つ
重
要
な
建
物
で
す
。

今
回
は
、
時
の
流
れ
と
と
も
に

移
り
変
わ
る
二
階
櫓
の
様
相
に

つ
い
て
、
も
り
お
か
歴
史
文
化

館
収
蔵
の
絵
図
を
も
と
に
、
そ

の
変
遷
を
辿
っ
て
い
き
ま
す
。

盛岡城復元調査推進室の取組の詳細は、市ホームページに
掲載しています。
盛岡城に由来があると伝わる資料や建物等に
関する情報などありましたら、
盛岡城復元調査推進室(019-613-7956)まで、
情報提供をお願いします。

こ
の
変
遷
か
ら
は
、
防
衛
拠
点
の
一
つ
と
し

て
築
か
れ
た
二
階
櫓
が
、
拡
大
す
る
本
丸
御

殿
に
徐
々
に
取
り
込
ま
れ
な
が
ら
、
居
住
空

間
の
一
端
を
担
う
場
所
へ
と
変
化
し
て
い
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

二
階
櫓
は
、
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
り

時
代
に
応
じ
た
活
用
が
さ
れ
て
き
た
建
物
で

あ
り
、
現
代
社
会
に
も
通
ず
る
「
今
あ
る
も

の
を
活
か
す
」
と
い
う
視
点
を
具
現
化
し
た

特
徴
的
な
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。

①盛岡城内建物図

②盛岡城本丸平面図

④盛岡城本丸図

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
盛
岡

城
の
絵
図
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、

二
階
櫓
部
分
に
は
、
①
の
図
面
と

同
様
に
「
御
二
階
」
と
表
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
２
間
四
方

で
、
二
階
の
東
側
に
あ
る
押
入
が

外
側
に
張
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

北
側
の
続
櫓
の
内
部
に
は
、
室
名

の
な
い
２
間
四
方
の
部
屋
と
「
御

居
間
」
が
あ
り
、
北
側
に
は
百
足

橋
が
続
き
ま
す
。

二
階
櫓
の
建
物
は
、
東
側
と
北
東

側
が
廊
下
等
で
本
丸
御
殿
の
建
物

と
接
続
す
る
造
り
と
な
っ
て
お
り

③盛岡城明細図
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こ
の
盛
岡
城
の
絵
図
は
江
戸

時
代
末
期
の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
二
階
櫓
部
分

に
は
「
御
櫓
」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
大
き
さ
は
②
③
と
変

わ
ら
ず
２
間
四
方
で
す
。
続

櫓
の
間
取
や
部
屋
の
大
き
さ

も
③
と
ほ
ぼ
同
様
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
絵
図
で
は

「
椿
之
間
」
の
北
部
に
建
物

も
百
足
橋
も
存
在
せ
ず
、
そ

の
点
が
、
こ
れ
ま
で
の
図
面

と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

一
方
、
本
丸
御
殿
と
の
一
体

的
な
造
り
に
大
き
な
変
化
は

な
く
、
名
称
な
ど
も
含
め
、

二
階
櫓
の
建
物
に
も
ほ
と
ん

ど
違
い
は
見
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
そ
の
使
わ
れ
方

は
、
③
の
時
期
か
ら
踏
襲
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

【本丸二階櫓等イメージパース】

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
中
期
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
絵
図
で
す
。

二
階
櫓
部
分
に
は
「
御
二
階
」
と

表
記
さ
れ
て
お
り
、
東
西
３
間
×

南
北
２
間
の
大
き
さ
で
、
北
側
に

は
続
櫓(

つ
づ
き
や
ぐ
ら)

と
百
足

橋(

む
か
で
ば
し)

が
接
続
す
る
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
、

二
階
櫓
等
の
周
囲
に
部
屋
の
配
備

は
な
く
、
独
立
し
た
建
物
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
櫓
」
は
本
来
、
戦
に
備
え
る
物

資
の
貯
蔵
庫
兼
防
衛
拠
点
と
し
て

の
機
能
を
持
つ
建
物
で
、
こ
の
時

期
の
盛
岡
城
の
二
階
櫓
も
、
内
部

は
間
仕
切
り
の
な
い
簡
素
な
構
造

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、

櫓
本
来
の
役
割
を
担
う
二
階
櫓
の

姿
が
思
い
描
か
れ
ま
す
。

正解は最後！

Question

そ
の
機
能
を
居
住
空
間
的
な

役
割
を
持
つ
場
所
へ
と
変
え

て
い
く
過
渡
期
で
あ
っ
た
と

も
捉
え
ら
れ
ま
す
。

Vol.13でもお届けした『雑書』漢字クイズですが、
今回も『雑書』に登場する漢字の解読に挑みなが
ら、そこに見え隠れする盛岡城や盛岡藩の営みを
感じていただければと思います。
解読のヒントに、『雑書』に漢字が出てくる場面
のエピソードも紹介しますので、そこからわかる
往時の様子や今との違いなども楽しみつつ、答え
を導き出してみてください。

① 鯣 ②薇 ③粽
④霰 ⑤天鵞絨

①…松平備前守から結納祝としていただくなど、
よく祝いの品の一つとして記されます。
今ではみんなのお酒のおつまみです。

②…毎年歳暮として、花巻御郡代から干したもの
が献上されていました。山で採れる食材です。

③…端午の節句に食べるもので、盛岡城では毎年
５月５日に役人たちにふるまわれていました。

④…気候的には寒い時期の風物詩と考えられます
が、享保元(1716)年には９月27日に降って
いるようです。ちなみにこの頃は、９月や
10月に“初雪”の記述がよく確認できます。

⑤…大阪の豪商である天王寺屋弥右衛門が献上品
として持参したもの。今では目にする機会は
少ないかも？

①するめ ②ぜんまい ③ちまき

④あられ ⑤びろーど

こ
れ
も
②
と
同
じ
江
戸
時
代
後

期
の
絵
図
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

二
階
櫓
の
表
記
は
「
角
御
櫓
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
柱
間
の
表

示
は
な
い
も
の
の
、
大
き
さ
は

２
間
四
方
程
で
、
続
櫓
は
「
御

次
」
と
「
椿
之
御
間
」
の
２
つ

の
部
屋
を
構
え
ま
す
。
百
足
橋

は
西
側
に
拡
大
し
た
本
丸
御
殿

に
取
り
込
ま
れ
た
た
め
、
こ
こ

に
は
描
か
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

様
子
は
、
同
じ
時
期
の
他
の
絵

図
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

本
丸
御
殿
と
二
階
櫓
は
「
呉
服

之
間
」
等
の
諸
室
や
廊
下
で
つ

な
が
る
よ
り
一
体
的
な
造
り
に

改
修
さ
れ
て
お
り
、
続
櫓
の
各

部
屋
に
は
名
称
が
つ
き
、
押
入

な
ど
も
備
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
図
で
は
、
二
階
櫓
の
建

物
が
居
住
空
間
の
一
部
と
な
っ

て
い
っ
た
様
子
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。


